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京大東アジアセンターニュースレター   第 335 号
(旧・「京大上海センターニュースレター」) 




























2010 年 11 月 6 日(土) 13 時 
京都大学百周年時計台記念館百周年記念ホール 
 
総合司会 京都大学大学院経済学研究科教授 椙山 泰生 
 
13:00-13:10 
挨拶 京都大学大学院経済学研究科長 田中秀夫 
東京大学ものづくり経営研究センター ディレクター 新宅純二郎   
13:10-13:50 
京都大学大学院経済学研究科 教授 塩地 洋  新興国における小型車･低価格車セグメントの構造 
      ―全体テーマと報告構成―   
第１部 非自動車セグメントのボリューム  
13:50-14:20 
エイムス ディレクター  菊地 捷  低速電気自動車の車体構造と普及の見通し   
14:20-14:50 
東京大学社会科学研究所 教授 田島 俊雄 「汽車下郷」と中国的農用車・微型車の命運 






inforBRIDGE 社長   繁田 奈歩 小型車中心のインド自動車市場 
      ―タタ･ナノの今後を探る―     
第２部 日中韓自動車メーカーのマーケティング戦略  
15:30-16:00 
明治大学国際日本学部 准教授 呉 在烜  現代自動車の現地適応戦略 
―エラントラが売れる理由－  
16:00-16:30 
東京大学ものづくりセンター 助教 李 澤建  奇瑞汽車のマーケティング戦略   
16:30-17:00 





懇親会（参加費無料）  於カンフォーラ 
司会 京都大学東アジア経済研究センター協力会 理事 宇野輝 
開会挨拶 京都大学東アジア経済研究センター長 劉徳強 































動の信者である」（「チベット わが祖国」 木村肥佐生訳 中央公論新社刊  P．２３）と語り、「武器を用いず、真実と
不屈の決意という強力な武器によって自由と正義のために戦う」（「ダライ・ラマ自伝」 山際素男訳 文春文庫刊 P．
４１７）と主張している。また彼はノーベル平和賞受賞時に、「この受賞を、非暴力という手段で変革を実践するという輝














問題」 山際素男著 光文社新書 P．１６５）と、その決意のほどを語っている。また「私は、やがて死すべき運命の単
なる人間であり、わが支配者の不滅の精神の一道具に過ぎない。それだから、死を免れ得ない人間の肉体一個の最




















































掲 「チベット問題」 P．１６１）。 
・「私が決心するに当たって、私が持っていた明確な世俗的指針がただ一つあった。それは、もし、私が留まることを
決意すれば、わが国民や私のもっとも親密な友人たちの嘆きを、むしろさらに増大する結果になるであろう、という











































































































































いで、一生懸命お賽銭の勘定をしている若い僧侶を見た。また僧院の     
中庭で、談笑しながら、ペッと痰を吐く若い僧侶の姿も見た。総じて僧院は
汚く、トイレは鼻をつまんで大急ぎで用を足さなくてはならないほど汚かっ




















































































































































吾買尓江 艾山（オマルジャン ハサン） 
 
はじめに 




















業種 従 業 員
数（人）
チ ベ ッ ト
族 従 業 員
比率 
部 門 経 理








私有 ホ テ ル
業 
148 70% 2/10 1500 
シャンバラ
酒店 
  チベット族 私営 ホ テ ル
業 




















2003.7 チベット族 私営 健 康 食
品 
550 80%  8/10 2000 
チベット隆
鑫科技開発 




2003.3 漢族 私営 食 品 加
工 















































そのまま信じることはできないが、平均賃金は 1500 元、高い場合は 1800-2000 元で、ベッドメイカーでも
1000 元程度で毎年上っているというから一般的な労働条件はよい。そして、その上に、宿舎と３食と休暇が
保障されているというから、私の印象でも労使の対立は感じなかった。 











































資公司」から 30%の資金を得て設立されている。ドイツの Krones ビールから醸造設備を輸入し、Steinecker
の麦汁及びビール濾過技術を用いているという。2009 年 8 月に開業し、2010 年 5 月から生産し始め年産量








総経理と董事長は漢族であるが、副経理が 6 名おり、内 3 名はチベット族である。我々に説明をしてくれ






は元の工場（後述のチベットラサビール株式有限責任公司）で 3 ヶ月間訓練を受け、後 3 ヶ月間沿海部等の
ビール会社に送り込み訓練を受けるという。 
 原料については、質の高いハダカ麦を生産する基地もちゃんと作っている。すでに 1000 戸以上の農民家
庭と契約しており、注文式でハダカ麦が生産されている。これらの結果、ハダカ麦の価格が最初の 1 キロ






























銀河科技発展株式有限公司がこちらの国有企業とともに 1988 年に設立したもので、1989 年に生産を開始し
た当初はチベット唯一のビール生産工場であった。それが、2003 年?にデンマーク中国友好協会の視察を機
にカールスバーグ社との合弁の話が出て、2004 年 8 月に「西藏拉萨啤酒有限公司」となったものである。カ
ールスバーグ社の技術を使って年間生産能力は 15 万トンに達している。 
 経営層については、以上の経過からカールスバーグ社からも経営陣に 2 名が入っているが、「銀河」の側も
入るので総経理は漢族であり、チベット族は高級幹部 7 人のうちの 3 人、中級幹部 20 人のうちの 60%とな
っている。全従業員では 420 人の内の 80％がチベット族となっている。なお、当日渡された 2005-6 年頃発
行の企業紹介リーフレットでは従業員が 247 人、そのうちの 70%がチベット族と書かれていたので、企業は
急速に発展しており、その中でチベット族従業員の比率が上がっている。青蔵鉄道開通後の観光客の急増と
チベット経済の加速的な発展と軌を一にしているものと思われる。 








































































































































































































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2008 年              
 5 月  16.0 21.6 7.7 25.4 198 28.2 40.7 ▲11.0 38.0 18.0 14.9 
 6 月 10.4 16.0 23.0 7.1 29.5 207 17.2 31.4 ▲27.2 14.6 17.3 14.1 
 7 月  14.7 23.3 6.3 29.2 252 26.7 33.7 ▲22.2 38.5 16.3 14.6 
 8 月  12.8 23.2 4.9 28.1 289 21.0 23.0 ▲39.5 39.7 15.9 14.3 
 9 月 9.9 11.4 23.2 4.6 29.0 294 21.4 21.2 ▲40.3 26.0 15.2 14.5 
10 月  8.2 22.0 4.0 24.4 353 19.0 15.4 ▲26.1 ▲0.8 15.0 14.6 
11 月  5.4 20.8 2.4 23.8 402 ▲2.2 ▲18.0 ▲38.3 ▲36.5 14.7 13.2 
12 月 9.0 5.7 19.0 1.2 22.3 390 ▲2.8 ▲21.3 ▲25.8 ▲5.7 17.8 15.9 
2009 年             
1 月    1.0  391 ▲17.5 ▲43.1 ▲48.7 ▲32.7 18.7 18.6 
2 月  （3.8） (15.2) ▲1.6 (26.5) 48 ▲25.7 ▲24.1 ▲13.0 ▲15.8 20.5 24.2 
3 月 6.1 8.3 14.7 ▲1.2 30.3 186 ▲17.1 ▲25.1 ▲30.4 ▲9.5 25.5 29.8 
4 月  7.3 14.8 ▲1.5 30.5 131 ▲22.6 ▲23.0 ▲33.6 ▲20.0 25.9 27.1 
5 月  8.9 15.2 ▲1.4 (32.9) 134 ▲22.4 ▲25.2 ▲32.0 ▲17.8 25.7 28.0 
6 月 7.9 10.7 15.0 ▲1.7 35.3 83 ▲21.4 ▲13.2 ▲3.8 ▲6.8 28.5 31.9 
7 月  10.8 15.2 ▲1.8 (32.9) 106 ▲23.0 ▲14.9 ▲21.4 ▲35.7 28.4 38.6 
8 月  12.3 15.4 ▲1.2 (33.0) 157 ▲23.4 ▲17.0 ▲2.05 7.0 28.5 31.6 
9 月 8.9 13.9 15.5 ▲0.8 (33.4) 129 ▲15.2 ▲3.5 10.6 18.9 29.3 31.7 
10 月  16.1 16.2 ▲0.5 (33.1) 240 ▲13.8 ▲6.4 ▲6.2 5.7 29.5 31.7 
11 月  19.2 15.8 0.6 (32.1) 191 ▲1.2 26.7 10.0 32.0 29.6 34.8 
12 月 10.7 18.5 17.5 1.9 (30.5) 184 17.7 55.9 9.7 -44.6 27.6 31.7 
2010 年             
1 月    1.5  142 21.0 85.6 24.7 7.8 26.0 29.3 
2 月  (20.7) (17.9) 2.6 (26.6) 76 45.7 44.7 2.5 1.1 25.5 27.2 
3 月 11.9 18.1 18.0 2.4 26.3 ▲72 24.2 66.4 28.1 12.1 22.5 21.8 
4 月  17.8 18.5 2.8 25.4 17 30.4 50.1 21.3 24.7 21.5 22.0 
5 月  16.5 18.7 3.1 25.4 195 48.4 48.9 29.3 27.5 21.0 21.5 
6 月 10.3 13.7 18.3 2.9 24.9 200 43.9 34.6 8.3 39.6 18.5 18.2 
7 月  13.4 17.9 3.3 22.3 287 38.0 23.2 12.8 29.2 17.6 18.4 
8 月  13.9 18.4 3.5 23.9 200 34.3 35.5 21.2 1.4 19.2 18.6 
 
注：1.①「実質 GDP 増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
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出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
